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延岡市ホームぺ－

ジに「自主防災組

織を考える」を掲

載しています。

「延岡市

自主防瓦版」

で検索してみてく

ださい。

結成しました

【資機材に興味を示す児童】

【日本各地で洪水】

自主防災組織率

組織数

２７９組織

組織率
８５．９２％

令和５年３月３１日

現在

防災訓練は災害
時に役立ちます

【新聞紙スリッパ】

【早めに避難を！】

北
川
町
高
齢
者
大
学
防
災
講
話

富
美
山
町
小
柚
木
区
防
災
訓
練

富
美
山
町
小
柚
木
区
自
主
防
災
組
織
（
後
藤
一
民
会

長
・
松
田
義
紀
区
長
）
は
、
令
和
五
年
九
月
十
日

（
日
）
小
柚
木
公
園
に
て
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

８
時
０
０
分
に
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
役

員
が
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
を
使
用
し
て
地
区
内
を
周
り
、
避

難
広
報
を
行
う
と
地
区
住
民
は
、
同
公
園
に
避
難
し
て

き
ま
し
た
。
公
園
で
は
、
避
難
者
受
付
を
行
い
正
確
な

人
員
把
握
に
努
め
ま
し
た
。

受
付
終
了
後
、
後
藤
会
長
及
び
松
田
区
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
防
災
推
進
員
か
ら
避
難
訓
練
の
講
評
及
び
防

災
ま
ち
歩
き
の
視
点
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
の
ち
、

防
災
ま
ち
歩
き
を
開
始
し
ま
し
た
。
「
大
雨
の
時
、
こ

の
道
路
は
川
み
た
い
に
水
が
流
れ
る
」
「
砂
防
ダ
ム
に

土
砂
が
堆
積
し
て
い
る
」
「
ブ
ロ
ッ
ク
に
ひ
び
が
入
っ

て
い
る
」
「
空
き
家
が
あ
り
心
配
」
な
ど
感
想
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
松
田
区
長
が
「
今
回
の
防
災
ま
ち
歩
き
の

意
見
を
ま
と
め
て
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。
地
区

の
危
険
箇
所
を
共
有
し
て
減
災
に
努
め
ま
し
ょ
う
」
と

話
し
、
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

北
方
町
高
齢
者
大
学
防
災
講
話

延

岡

市

防

災

フ

ェ

ア

八
月
三
十
日
～
九
月
五
日
の
防
災
週
間
行
事
の
一
環

と
し
て
、
令
和
五
年
九
月
三
日
（
日
）
イ
オ
ン
延
岡
店

に
て
延
岡
市
防
災
フ
ェ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
延
岡
出
張
所

と
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
パ
ネ
ル
展
示
や
資
機
材

の
展
示
、
県
防
災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
延
岡
支
部
に
よ
る

パ
ネ
ル
展
示
や
新
聞
紙
を
使
っ
た
ス
リ
ッ
パ
作
成
、
建

築
指
導
課
に
よ
る
木
造
耐
震
・
空
き
家
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

危
機
管
理
課
で
は
、
防
災
に
関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
「
延
岡
Ｖ
Ｒ
避
難
訓

練
」
上
で
の
避
難
訓
練
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
延
岡
Ｖ
Ｒ
避
難
訓
練
」
は

延
岡
星
雲
高
校
を
舞
台
に
、

地
震
と
津
波
か
ら
制
限
時
間

内
に
ど
う
逃
げ
て
生
き
延
び

る
か
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の

人
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

【会長・区長あいさつ】

も
日
本
各
地
で
災
害
が
発
生
し
て
い
る
現
状
を
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
、
備
え
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
土
砂
災
害
の
予
想
は
難
し
く
「
的
中
率
は

低
い
が
捕
捉
率
は
高
い
」
こ
と
を
理
解
で
き
ま
し
た
。

地
震
に
つ
い
て
は
、
耐
震

対
策
、
消
火
器
や
火
災
警
報

器
な
ど
事
前
に
設
置
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
最
後
に
、
非
常
持
出

品
の
説
明
を
受
け
、
防
災
講

話
を
終
了
し
ま
し
た
。

【みんなでまち歩き】

【防災バッグの中身確認】
1

【避難者の受付】

】

【パネル展示】

延
岡
市
教
育
委
員
会
北
川
分
室
は
、
令
和
五
年
九
月

十
三
日
（
水
）
に
高
齢
者
大
学
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
身
近
な
防
災
対
策
に
つ
い
て
」

で
あ
り
、
防
災
推
進
員
か
ら
講
話
を
受
け
ま
し
た
。

過
去
に
経
験
の
な
い
豪
雨
が
頻
発
し
て
お
り
、
今
年

延
岡
市
教
育
委
員
会
北
方
分
室
は
、
令
和
五
年
九
月

二
十
一
日
（
木
）
に
高
齢
者
大
学
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
我
が
家
の
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
で
あ
り
、
防
災
推
進
員
か
ら
講
話
を
受
け
ま
し
た
。

北
方
町
は
、
魅
力
的
な
風
景
や
美
味
し
い
食
べ
物
な

ど
自
然
の
恵
み
を
受
け
る
一
方
、
自
然
が
荒
ぶ
る
と
災

害
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
と
聞
い
て
、
災
害
か
ら
命
を

守
る
行
動
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

特
に
、
洪
水
に
つ
い
て
は

積
極
的
に
情
報
を
入
手
し
早

め
の
避
難
を
心
掛
け
る
必
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
聞
紙
ス
リ
ッ

パ
を
作
成
し
て
防
災
講
話
を

終
了
し
ま
し
た
。



２

自主防災組織の育成と拡大の
ための出前講座

・内容：自主防災組織の必要性
と役割分担及び地域に合わせ
た防災教育や訓練等の指導
（講話・ビデオ・各種訓練・
防災グッズ作成等）

・会場：各地域( 公民館など )
防災研修センター

・申し込み先：消防本部
警防課 警防係
TEL２２－７１０５
FAX３１－０３０３

宮崎県防災士出前講座

・内容：宮崎県内のご希望の会
場に防災士を派遣し、体験学
習や講演を中心に防災・減災
についての講座を実施

・申し込み先：宮崎県防災士
ネットワーク

TEL０９８５－５５－０４７７
FAX０９８５－５５－０４６７ ２

黒
岩
地
区
合
同
防
災
講
話

【職員より説明を受けてます】

若
葉
町
北
区
防
災
講
話

若
葉
町
北
区
自
主
防
災
組
織
（
甲

斐
正
範
会
長
）
は
、
令
和
五
年
九
月

十
日
（
日
）
に
若
葉
北
区
公
民
館
で

防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
若
葉
町
北

区
は
、
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
が
あ
り

エ
リ
ア
外
に
避
難
す
る
意
識
を
持
つ

事
が
重
要
で
あ
る
事
や
地
震
発
生
時

に
車
を
運
転
し
て
た
場
合
の
対
処
法

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

講
話
の
後
、
全
員
が
水
消
火
器
に

よ
る
初
期
消
火
訓
練
を
体
験
し
て
、

久
し
ぶ
り
に
防
災
意
識
を
高
め
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

西
階
中
学
校
家
庭
学
級
防
災
講
話

イ
ン
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
防
災
学
習

の
べ
お
か
子
ど
も
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
令
和

五
年
九
月
九
日
（
土
）
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
「
災

害
の
時
に
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
防
災
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

開
会
行
事
を
終
え
た
ク
ラ
ブ
生
は
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
作
戦

と
し
て
、
健
康
状
態
・
服
装
チ
ェ
ッ
ク
や
屋
外
行
動
で

【炎が小さい内に】

【水を入れ約２５分】

【カットするよ】

の
危
険
見
積
り
を
全
員
で
行
っ
た
後
、
近
く
の
河
川

敷
で
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
１
番
多
か
っ
た
ゴ

ミ
は
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
で
、
大
人
の
モ
ラ
ル
欠
如

と
火
災
予
防
の
観
点
か
ら
残
念
な
結
果
で
し
た
。

防
災
講
話
で
は
、
プ
レ
ー
ト
の
跳
ね
返
り
に
よ
る

津
波
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
大
津
波
警
報
の
音
源

を
聞
い
た
後
、
避
難
行
動
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

「
災
害
の
と
き
に
で
き
る
こ
と
」
の
テ
ー
マ
で
は
、

5
班
に
分
か
れ
て
段
ボ
ー
ル
ト
イ
レ
を
作
成
し
ま
し

た
。
班
ご
と
の
自
由
な
発
想
で
、
個
性
豊
か
な
段

ボ
ー
ル
ト
イ
レ
が
完
成
し
ま
し
た
。

※

の
べ
お
か
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
ク

ラ
ブ
は
、
小
学
４
〜
6
年
生
を
対

象
に
、
延
岡
に
つ
い
て
学
び
積
極

的
に
人
と
関
わ
っ
て
行
動
出
来
る

社
会
性
を
育
て
る
事
業
で
す
。

１１月 １日（水）
・島野浦町津波避難訓練
午前 ８時〜 島野浦町内

１１月 ５日（日）
・金堂ヶ池、西階南区合同
午前 ９時 ロータリーの森

・富美山町オリエントタウン
午前 ９時～ オリエントタウン公園

１１月 ７日（火）
・北浦町阿蘇区（夜間訓練）

午後 ６時～ 阿蘇区内

１１月１１日（土）
・富美山北団地
時間確認中～ 富美山北団地公民館

・西階町あおい区
午前１０～ 南方東コミセン

１１月１２日（日）
・塩浜町なぎさの丘区
午前８時３０～ なぎさの丘公民館

・下伊形町
午前 ９時～ 下伊形集会場

１１月１９日（日）
・塩浜区
午前 ９時～ 塩浜区内

・伊形区、伊形町新町区、上伊形区合同
午前 ９時〜

・片田町自由ヶ丘区
午前 ８時３０分〜 片田街区公園

１１月２５日（土）
・大門区
午前１０時〜 東海コミセン

１１月２６日（日）
・鶴ヶ丘地区（参加地区確認中）
午前 ９時〜 鶴ヶ丘区内

・大門北区

午前 ８時３０分〜 大門北区内

黒
岩
地
区
は
、
令
和
五
年
七
月
三
十
日
（
日
）
・
八

月
二
十
六
日
（
土
）
・
九
月
三
十
日
（
土
）
に
妙
営
農

集
会
場
で
、
黒
岩
地
区
合
同
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
よ
り
、
黒
岩
地
区
の
各
種
災
害
リ
ス
ク
を

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認
し
た
後
、
過
去
の
災
害
経
験

と
重
ね
な
が
ら
、
土
砂
崩
れ
や
洪
水
な
ど
の
被
害
を
受

け
た
時
は
孤
立
し
や
す
い
特
性
が
あ
る
事
か
ら
、
日
頃

か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え
や
声
を
掛
け
合
っ
て
早
め
の

行
動
が
大
切
で
あ
る
事
を
理
解
し
ま
し
た
。

ポ
リ
袋
を
使
用
し
て
作
っ
た
ご
飯
及
び
常
温
の
水
で

作
っ
た
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
試
食
で
は
、
「
想
像
し
て
た

よ
り
お
い
し
く
食
べ
れ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
け
ま
し

た
。
最
後
に
、
段
ボ
ー
ル
ト
イ
レ
を
使
っ
て
、
災
害
時

や
断
水
時
に
自
宅
の
ト
イ
レ
使
用
法
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
3
回
の
防
災
講
話
を
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
佐
野
町
ね
む
の
木
団
地
自
主
防
災
組

織
（
苅
安
ま
み
こ
会

長
）
の
呼
び
か
け
に

対
し
妙
町
区
土
井
房

信
区
長
、
後
藤
祝
詞

公
民
館
長
の
協
力
に

よ
り
開
催
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

西
階
中
学
校
家
庭
学
級
は
、
令
和
五
年
九
月
七
日

（
木
）
に
西
階
中
学
校
会
議
室
で
、
防
災
講
話
を
行
い

ま
し
た
。
西
階
運
動
公
園
内
に
建
設
中
の
、
大
規
模
災

害
時
に
広
域
支
援
拠
点
と
な
る
多
目
的
屋
内
施
設
や

五
ヶ
瀬
川
上
流
に
降
っ
た
雨
が
延
岡
市
内
に
流
れ
込
む

時
間
の
計
算
式
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

【多くの参加者でした】

【みんなで防災】


